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看護展メンバー



　5月12日は、近代看護を築いたフローレ
ンス・ナイチンゲールの誕生日です。この
日にちなんで「国際看護師の日」が制定され
ました。
　日本では1990年、厚生省（現 厚生労働省）
により、看護の心・ケアの心・助け合いの心
を育むきっかけになるように「看護の日」が
制定されました。「看護週間」は、看護の日
を含む週の日曜日～土曜日です。
　杉田玄白記念公立小浜病院では、毎年看
護週間に主任看護師を中心に看護展を開催
しています。今年度は5月14日に「自分の
健康のためにできること」 ～未来でより自
分らしく暮らせるために～ をテーマに外来
フロアで実施しました。

　65歳以上の4人に1人が認知症あるいはその予備群となると
言われています。代表的なアルツハイマー型認知症を例にとる
と、その症状の進行は非常に遅く、およそ10年～20年程経過し
ないと本格的な症状は出ないと言われています。
　認知症の予備軍を、「軽度認知障害（MCI）」と区別しています
が、MCIの状態から認知症の症状へ進行する割合は1年で約
10％とされています。一方で、MCIの状態から健常レベルへの回
復率は10～40％といわれています。本人でさえ自覚するのが難
しいMCI段階でいかに早く気づくことができるかが重要です。
　その為には、毎年行う健康診断と同じように、健康な時から定
期的に自分自身の認知機能を把握しておくことが大切です。
　様々な認知機能検査がありますが、質問形式のものが多く、専門外来に受診することから結構な時間と手間が
必要です。
　小浜病院の健診部に、認知症のセルフチェッカーを設置しました。最新のテレビゲームで使用するようなVR
本体に顔を近づけて、VR内で流れる映像刺激と、被験者の目の動きを解析することで認知機能を測定するもの
です（下記写真参照）。課題数は15問程度で、所要時間は約5分間です。口頭や筆記で答える必要がなく、画像を
見つめていただくだけです。
　測定結果は『リスク判定』としてA（健常レベル）～Cランク（認知機能低下リスクあり）の3段階でお伝えします。
セルフチェッカーで、認知症の疑いが出た人はもちろん、不安な人は、ぜひ医療機関で診断を受けてください。

　認知症は進行性の病気のため、放置しておくと症状が悪化していきます。
早期発見・早期治療することで、結果的にご本人・ご家族の精神的負担が軽
くなるはずです。
　検査費用は、2,200円（自費）です。認知症が気がかりになってきた人には、
経時的・経年的に結果を見比べていただくことをお勧めいたします。

ご予約方法
ご予約は、小浜病院健診部へ電話でお申し込みください。
また、人間ドックの検査項目にも含まれておりますので、この機会に脳の健康診断をしてみましょう。
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※フレイルとは「加齢により心身が老い衰えた状態」のことです

● 臓器移植に関するパンフレットをお渡しし、啓発活動を行いました。
● 栄養補助食品の紹介と試飲を行いました。
● 血圧などの測定と生活習慣についてお伺いし、アドバイスを行いま

した。
● 介護老人保健施設アクール若狭を紹介しました。
● 産婦人科、新生児ケアについて紹介しました。
● 正しいマスクのつけ方、抗菌薬について説明しました。
● リハビリテーション科のスタッフがフレイル予防についてお伝えしました。
● （看護学院の紹介コーナーでは）看護師になるために必要な学習や

看護の魅力を伝えました。
● （認知症予防、医療相談のコーナーでは）入院、通院中の患者さんや

そのご家族がどのような思いや悩みを抱えていらっしゃるのか、生
の声をお伺いすることができました。

● いつ起こるか分からない災害に備え、普段からできる対策を伝えました。

ブース担当者より

● フレイルに興味があったのでお話を聞きました。参考になりました。
● 生活習慣病のことなど聞きたいことが聞けて勉強になりました。
● 認知症になりたくないのでお話を聞きました。このような機会に遭

遇できてよかったです。
● 今日はいい出逢いに感謝です。

みなさまからの声

　10歳代～ 90歳代まで様々な年代の方々が看護展を訪れてくださいました。みなさんご自身の健
康への関心が高く、開催してよかったと感じています。これからも地域の方々の健康と生活の支え
になれるよう活動していきたいと思います。 2024年度　杉田玄白記念公立小浜病院　看護展　実行委員一同

実行委員
より
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脳神経外科医のページ

認知症
セルフチェッカ―

脳神経外科　廣瀬 敏士

お問い合わせ時間

お問い合わせ先

月曜日～金曜日　11：00～16：00（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）

杉田玄白記念公立小浜病院 健診部

TEL：0770-52-0990（代表）
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一日看護体験

令和5年度小浜病院事業会計決算

令和6年10月3日に開催された病院組合議会において、令和5年度決算が認定されました。

〈事業収益〉89億8,619万円 〈事業費用〉89億601万円

1 収益勘定

外来収益
23億4,453万円
26.1%

外来収益
23億4,453万円
26.1% 給与費

49億3,469万円
55.4%

給与費
49億3,469万円
55.4%材料費

16億9,936万円
19.1%

材料費
16億9,936万円
19.1%

入院収益
49億7,193万円
55.3%

入院収益
49億7,193万円
55.3%

■ その他医業収益
 2億6,122万円
 2.9%

■ 国・県補助金
 6,514万円
 0.7%

経費
9億3,305万円
10.5%

経費
9億3,305万円
10.5%

■ 減価償却費
 6億804万円
 6.8%

■ 資産減耗費
 2,360万円
 0.3%

■ 研究研修費
 1億113万円
 1.1%

■ 統轄管理費
 4,228万円
 0.5%

■ 医業外費用
 4億2,449万円
 4.8%
■ へき地医療拠点
 病院費
 891万円
 0.1%
■ 高等看護学院費
 1億3,046万円
 1.4%

■ 他会計補助金
 7億2,069万円
 8.0%

■ 資本費繰入収益
 2億4,704万円
 2.7%

■ 長期前受金戻入
 1億4,136万円
 1.6%

■ その他（医業外）
 9,277万円
 1.0%

■ へき地医療拠点
 病院事業収益
 914万円
 0.1%

■ 高等看護学院収益
 1億3,238万円
 1.5%

2 資本勘定

〈資本的収入〉3億5,954万円 〈資本的支出〉10億9,816万円

　令和6年8月1日（木）に「看護の心」普及事業として一日看護体験
を開催し、看護職を目指す高校生42名が参加されました。
　当日は、シミュレーターを使った呼吸音の聴取や血圧測定、防護
具の着脱、点滴の準備などを体験していただいた後、病棟での食事
や清潔援助など患者さまとの関わりについて体験していただきまし
た。一日のまとめとして今年度入職の新人看護師との交流会を行い、
看護職のやりがいや看護学校入学への進路説明などについて積極的
な質問が飛びかっていました。今後も多くの方に看護職の魅力をお
伝えできるように努めていきたいと思います。

〒917-8567 福井県小浜市大手町2番2号　TEL:0770（52）0990（代表）　FAX:0770（53）3745
［URL］https://www.obamahp-wakasa.jp/hospital/杉田玄白記念公立小浜病院


